(一) 今、 奈 良から 帰った ばかりな ので、 印象の 新ら 

しい 故 か、 第 一番に 此処が 頭に 浮びました。 

(二) 朴の木の 花。 鉄砲百合。 フリ— ジァ。 真白い も 

のか、 暗い ほど 濃い 紅の 花な どが すきです。 

(三) 段々 に 変って 行く 最中な ので、 はっきり は 申さ 

れ ません。 が、 今 一番 好きと 云うよ リ偉 いと 思う の は、 
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